
１

２

７

国語科学習指導案

日時

対 象

指導者

平成２４年５月２５日（金）２校時

3年4組(男子20名女子20名計40名）

教諭林涼子

(1)

単元（教材）名比較して読もう（｢冥王星が『準惑星』になったわけ」三省堂他）

単元設定の理由

）教育的意義

現代では情報伝達手段が多様化し，誰でも，いつでも，様々な情報を入手できるようになった。

特に，インターネット等を活用した情報の収集や伝達は，迅速かつ容易にできるため，多くの人に

利用されている。一方，新しい情報や多様な情報を次々に入手できる分，情報の真偽や公平さにつ
そしやく

いて考えたり，ある情報について時間をかけてq且噸し，自分なりの意見や考えをもとうとしたりす

る態度が育ちにくくなってきている。また，インターネット等では，情報の発信者が漠然としてい

る場合が多く，誰が，何のためにその情報を発信したのかを認識しづらい。そのため，「相手」の

目的や意図を無視した独りよがりな解釈も起こりかねないという現状がある。

このような状況は中学生も例外ではなくゾ多くの生徒が，自分が入手した情報が正しいと思い込
うの

み，鵜呑みにしてしまう傾向にある。また，一つの情報で満足してしまい，他の捉え方はできない

かを調べたり，発信した人の目的や意図を理解した上で情報を取り入れようとしたりする姿勢に欠

ける傾向にある。さらに，図書の本や新聞等，活字による情報より，テレビ等，映像や音声による

情報やインターネット等による簡略化された情報を受け入れやすいという傾向も見られる。

そこで，二つの新聞記事や説明文と新聞記事を比較する活動を通して，同じ情報でも相手や目的

や意図に応じて取り上げる事柄や書き方が異なることに気付かせ，自分の目的や必要に応じて情報

を収集・選択しようとする態度を育成するとともに，その情報の真偽等について判断したり自分な

りの意見をもったりしながら読む能力を高めさせたいと考えて本単元を設定した。

本単元で教材として用いる新聞記事は，冥王星が惑星でなくなったことを，一方は事実のみを淡

淡と述べ，もう一方は筆者の感情を交えて述べたものである。また説明文「冥王星が『準惑星』に

なったわけ」は，今回の決定に至るまでの歴史を述べながら冥王星が惑星でなくなった理由を説明

したものである。生徒は，これらの教材を読み深めることによって，天体に興味をもち，長い時間

や多くの努力の結果，宇宙の謎が解明されつつあることに感動することができる。また，三つの文

章を比較しながら読むことによって，同じ話題でも，取り上げられた事柄や書き方が異なることに

気付き，その理由について考えようとする意欲を高めることができる。

具体的には，まず，二つの新聞記事を比較させる活動を通して，新聞という情報の伝達手段に目

を向けさせるとともに，新聞の各コーナーでは，情報を発信する人の目的や意図に応じて，取り上

げる話題や事柄が選択され，表現が工夫されていることを理解させたい。次に，教科書教材「冥王

星が『準惑星』になったわけ」を読み深めさせる活動を通して，文章の展開や構成の工夫等に気付

かせたり，筆者が伝えたいことを読み取ったり，新しい知識を得る喜びを実感させたりしたい。
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さらに，新聞記事と説明文を比較する活動を通して，自分の目的や必要に応じて，簡潔にまとめ

られた情報と詳しく説明されている情報を選択する必要があること,情報を受け入れるだけでなく，

自分の意見や考えをもつことが，視野を広げ，生活を豊かにすることなどを実感させたい。

このような学習を通して生徒は，書き手の伝えたいことを，相手の目的や意図を考慮しながら正

確に理解する能力を高め，自分の表現に生かそうとする態度を高めることができるものと考える。

(2)連関的意義

本単元は，ねらいと教材・学習活動の構成の系統において以下のような関連をもつ。

壷上牙召号』_________‐

説明の工夫を捉えよう

(水田のしくみを探る）
屯騒Ｅして識

文章と図表などの関連を考

えながら読み，筆者の説明の
工夫を捉えることができるよ

うにする。

要や説明文を比敏

論の進め方を折

自分の考えを明確にしよう

（この小さな地球の上で）

筆者のものの見方や考え方
を読み取り，，それについて自

分の考えをもつことができる
ようにする。
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３単元の目標及び評価規準

【単元の目標】

（１）複数の文章を積極的に比較し，それぞれの文章の語句の用い方や書き方の工夫を捉えることによって，
文章の要点や筆者の主張，目的や意図に応じた書き方等について理解しようとすることができる。

(2)複数の文章を，文脈の中における語句の効果的な使い方など，表現上の工夫について比較しながら読み，
目的や意図に応じた表現の仕方について理解を深めることができる。

(3)文章を読んで自然の摂理やそれを解明しようとする人間の努力のすばらしさに触れ，人としての生き方
に対する考えを深めることができる。

具体的には次に掲げる内容を重点的に指導する。

評価の観点

国語への関

心・意'欲。

態度

読む能力

評 価規準

①二つの新聞記事の比較や新聞記事と説明文の比較を通して，それぞれ
の特徴や書かれた目的や意図を進んで捉えようとしている。

②筆者の表現の工夫に注意しながら説明文を進んで読み，要点や筆者の
主張，文章の展開や構成の工夫を捉えようとしている。

③二つの新聞記事を比較し，それぞれ目的や意図に応じて用いる語句や
表現の仕方が工夫されていることを理解している。

④説明文において，伝えたいことを分かりやすく表現するために，構成
や展開，表現の仕方等が工夫されていることを理解している。

⑤説明文に書かれた内容を理解し，自然の摂理やそれを解明しようとす
る人間の努力のすばらしさに触れ，人としての生き方について考えを深
めている。

⑥新聞記事と説明文を比較しながら読み，目的や意図に応じて表現の仕
方が異なることを理解し，自分の表現に生かそうとしている。
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単元の指導計画

単元設定の視点

ア生徒の実態から

生徒はこれまでに〆説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述

べる学習等を通して，文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えを

まとめたり，文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考

えを明確にしたりする力を高めてきている。

また，本学級では，具体的に次のような実態が見られる。

。ほとんどの生徒が，進んで音読や黙読をし，学習課題を解決するためにキーワードを捉えようとする

とともに，説明的文章における要点となる語句や表現を捉えたりｊ要旨となる段落を指摘したりするこ
とができる。

・文章の構成や展開，語句の用い方など表現の仕方の工夫について理解することはできるが，その意図
や効果等について自ら捉えるまでに至っていない生徒が多い。

・二つの文章を比較し，共通点や相違点を探ることはできるが，その根底にある書き手の目的や意図ま
で進んで理解しようとする生徒は少ない。

このような実態から，指導に当たっては，読みの視点を明確にすることによって，筆者の表現

の工夫や目的や意図を生徒自ら捉えることができるようにしたい。また，目的や意図に応じた書

き方やその効果に気付かせるために，比較する活動を取り入れ，同じ話題なのに，取り上げる事

柄や書き方が異なる理由について考えさせたい。

イ指導上の手立て（本校の研究内容との関連から）

①言語活動を重視した単元構成の工夫

本単元は，学習指導要領にある言語活動例の「イ論説や報道などに盛り込まれた情報を比

較して読むこと」を中心に構成した。情報を伝達する手段が多様化し，様々な情報が氾濫して

いる今日では，複数の情報を比較し，その真偽や適否などを見極めようとする態度やそれぞれ

の情報が目的や意図に応じて発信されていることを理解し，自分の必要に応じた情報を，適切

な媒体を通して収集・選択しようとする態度の育成が大切である。

そこで，本単元では，初めに同じ話題について書かれた二つの新聞記事について，取り上げ

られている事柄や語句の用い方や表現の仕方の工夫について比較する活動を行わせることにし

た。次に，ニュースとして報道された事柄を更に詳しく，分かりやすく説明してある文章を読

み深める活動を設定した。生徒は，説明文の特徴を再確認するとともに，自然の摂理やそれを

解明しようとした人々の努力に触れ，人としての生き方を学ぶことができるものと考える。最

後に，新聞記事と説明文を比較する活動を設定した。中学生を対象として書かれた文章と，不

特定多数の人を読者として書かれた文章の違いに気付かせ，読み手や情報を伝達する目的や意

図が異なると取り上げる事柄や書き方が異なってくることを実感させるためである。

、このように，いくつかの情報を比較することを通して，生徒は，自分の目的や必要に応じた

情報の収集や選択が大切であることを体感するものと考える。

②「比較」による思考の広がりや深まりを促す活動の工夫

本校では，「読むこと」の学習において，生徒の思考の広がりや深まりを促すために，複数

の文章を比較する活動を大事にしている。
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明確な観点をもって比較することによって，いずれか一つ，またはそれぞれのよさが明白に

なる。そのため，表現されたものや表現の仕方の適否，正誤，美醜等について，自ら思考し，

判断することになるからである。また，グループや全体で建設的に批判し合うことによって，

生徒の思考が更に広がり深まるものと考える。

本単元では，まず，二つの新聞記事を一読させ，「自分だったらどちらの記事を書くか」と

いう視点から一つを選ばせる。その後，二つの文章を，用いられている語句や表現の仕方，展

開の仕方等を比較しながら読ませ，その文章を書きたいと思った理由を明確にさせる。その過

程で，それぞれの文章の特徴や書き手の目的や意図に気付かせたい。

なお，効果的に比較させるためには，同じような内容や分量であるとともに，文章の構成が

似ていることが望ましい。そこで，教材として用いる新聞記事については，書かれてあること

や語句や表現はそのままで，後の文章を省略することによって同程度の分量にしたり，形式段

落をまとめたりして，できるだけ比較しやすいように工夫したい。

次に，新聞記事と説明文の比較を行わせる。ここでは，あえて長さや形式等の異なる文章を

比較させることによって，同じ話題を取り上げても，読み手や書く目的や意図によって，書き

方が大きく異なることを実感させ，様々な伝達手段があることを理解させたい。

このような学習を通して，生徒は，自ら考え，判断しようとする態度を高めるとともに，多

様な見方・考え方ができるようになるものと考える。

(２

1０
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） 単元の指導計画（全７時間）

雛 主な学習活動 鯛 指導に当たっての手立て 評．価

導
入

１単元を概観し，複数の文章を比

較しながら読み深めていく学習で

あることを確認する。

２説明文や写真等を基に，太陽系

の惑星について知る。

１

・話題や用いられている固有名詞等に対

する抵抗を少なくするために，教科書教

材「冥王星が『準惑星』になったわけ」

をＣＤで聞かせたり，写真等を用いて惑

星について理解させたりする。

評価規準①

(観察）

展
開

３二つの新聞記事を比較し，その

記事が書かれた目的や意図を探る。

４「冥王星が『準惑星』になった

わけ」を読み，惑星についての研

究の歴史や，文章の構成や展開，

語句や写真の用い方等について捉

える。

（１）文脈に沿って大まかな年表を

作り 天文学の歴史についてま

とめる。

(2)冥王星が準惑星になった理由

についてまとめる。

(3)筆者の主張や表現の工夫やそ

れらに対する自分の考えをまと

める ◎

５二つの新聞記事と説明文を比較

し，それぞれの文章の果たす役割

について話し合う。

１

ﾎ時

３

１

・同じ新聞社の一面の記事と社説を比較

させることによって，同じ話題でも，目

的や意図に応じて取り上げる事柄や書き

方が異なることを理解させる。

・天文学の歴史をより確かに理解させる

ために年表を作らせ，誰がどのような技

術の基に何を発見したのかを分かりやす
くまとめさせる。

。「複雑な問題」「恐れていた事態」な

どの語句に着目しながら，冥王星が準惑

星になった理由をまとめさせる。

・最後の段落の意味を考えさせ，筆者が

読者に伝えたいことを捉えさせる。

・文章の展開の仕方等に蒜目させ，筆者

の表現の工夫を捉えさせる。

・天体に関わる研究に多くの人と時間が

費やされていることに着目させ，人の生

き方のすばらしさに気付かせる。

・三つの文章を比較させることによって，

読み手や書く目的や意図が異なるために

内容や表現の仕方が異なることに気付か

せる 。

評価規準①②

③（発表・観

察・ワークシ

－卜）
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評価規準②④

⑤（発表・観

察・ワークシ

－ト

■ーーーーー-－ー一一一一一一q

評価規準①⑥

(発表・観察

・ワークシー

ﾄ）

終
末

６学習を振り返り，目的や相手に

応じた文章の書き方についてまと

める ◎

１

・比較して分かったことをまとめること

によって，情報を収集・選択する際に注

意すべきことを理解させる。



②それぞれの記事にふさわしい見出しを指摘することができる。
③二つの文章の内容や書き方が異なる理由を説明することができる。
④Ａ・Ｂそれぞれを書きたいと思う理由をグループでまとめ，例えば次のように発表することが

○Ａの文章は新聞の一面に掲載されたものであり，ニュースとして広く読者に伝えるための文章である。

そのため，見出しだけでニュースの内容を判断できるように工夫したり，朝の忙しい時間でも，大まか
な内容を理解することができるように，事実のみを簡潔に書いたりしている。また，もっと詳しく知り

…たい人のために，解説や写真等も掲載されており，読む人の必要性に対応できるように工夫されている。
○Ｂの文章は新聞の社説であり，新聞社としての考えや意見を伝えるための文章である。そのため，見

出しにも書き手の気持ちが伝わるような表現を用いてある。また，擬人法を用いたり，書き手の考え方
や感じ方が分かる語句や表現が多く用いられ，読む人の興味を引いたり，読みながら考えを広げたり深
めたりできるように工夫されている。

Hi規準③ 次、

(2)目標行動（Ｇ）

且佐的に吐羊シして評価規準⑨に即して．次の「読むこと」に関する能力の育成を目指す。

二つの新聞記事を比較して分かったことを，例えば次のように発表することができる。
新聞の各コーナーにはそれぞれ役割があり，目的や意図に応じて内容や書き方が工夫されている。読み手

は，自分の興味・関心や必要に応じて，どの部分をどのように読むかを選択することが大切である。また，

雷かれてある事柄をただ鵜呑みにするのでなく，複数の記事を比較し，共感できるところや，できないとこ

ろを明確にするなど，その文章について自分の考えをもちながら読もうとする姿勢をもつことが大切である。

(3)下位目標行動

①それぞれの文章が新聞のどの部分に書かれたものであるか考え，その特徴や役割について例え
ま次のように発表することができる。Ｉ

１１

５本時の指導（２／７）
（１）指導目標

同じ話題について書かれた新聞の一面の記事と社説を比較しながら読む活動を通して，新聞記事
には，それぞれ目的や意図があり，それに応じて取り上げる事柄や表現の仕方が工夫されているこ
とを理解することができるようにする。

いて話し合うことができる。

その文章を書きたいと思う理由を明確にするために二つの文章を比較しながら読み，その相違

点について，例えば次のようなことを指摘することができる。

⑤
⑥

⑦自分が書きたいと思う文章を選ぶことができる。
⑧Ｒ本時の学習の流れを理解することができる。
⑨Ｒ本時の学習目標を「自分が書きたい文章を選び，なぜ書きたいと思うのか詳しく説明しよ

う｡」であると確認することができる。

⑩Ｒ二つの文章を音読し，それぞれの文章から受けた印象を発表することができる。

－国11-

○定義には触れていないが，決定に至るまでの経

緯を詳しく説明している。

○「気の毒なことになった」「しのびない」「人の

子である」というように，作者の気持ちが伝わる
ような語句や表現を多く用いたり，「これで本当

に惑星といえるのか」のように，読者にも考えを

促したりするような表現を用いている。

○結輪→経緯→理由→経緯の順に述べ，経緯を重

視した書き方がしてある。

ＢＡ

Ｏ惑星と倭惑星の定義がきちんと書いてあり，
冥王星が惑星でなくなった理由が明確に書かれ

ている。

○「入ることになった」「とされた」「否決さ
れた」「明記された」「位置づけられた」「含ま

れる」「つくられていた」というように，断定
表現を用いて事実のみが書かれている。

○結論→結論の補足→理由→経緯の順に述べ，
結論や理由を重視した書き方がしてある。

十分達成されてい

る り

二つの新聞記事を比較することを通して，新聞の各コーナーには，それぞれ役割があ

相手や目的や意図に応じて取り上げる事柄や表現の仕方が工夫されていることを理

解している。

おおむね達成され

ている

二つの新聞記事を比較し，それぞれ目的や意図に応じて用いる語句や表現の仕方が工

夫されていることを理解している。

達成していない生

徒への手立て

・形式段落に着目させ，それぞれの段落ごとに比較させることによって，二つの文章

の相違点に気付かせる。

・実際の新聞を提示し，その記事が掲載されているぺージや場所，使われている紙面

の広さ等を基にそれぞれのコーナーの役割を考えさせる。



1２

(4)本時の実際

時間 学習過程

（スタ ート〕

二つの文章を音 １

読し，受けた印象

を発表する。

(⑩Ｒ）

本時の学習目標 ２

と学習の流れを確

認する。‐

(⑨Ｒ,⑧Ｒ）

文章を比較して ３

自分が書きたいと

思う理由を探る。

(⑦,⑥）

グループで互い

に調べたことを発

表し合い，書きた

いと思う理由をま

とめる。

４

(⑤,④）

全体で発表し合

い，二つの文章に

違いがある理由を

話し合う。

二つの文章の果

たす役割や，新聞

の果たす役割等に

ついて話し合う。

５

（③）

６

(②,①）

学習のまとめを ７

し，次時の学習に

ついて確認する 。

(Ｇ）

ゴール）

指導上の留意点 評価活動
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